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問 1．船舶設備規程上の次の用語について説明せよ。

(1) 絶縁抵抗 (2 点)

（答）電気機械及び電気器具の充電部と大地の間又は充電部相互間の絶縁を、通常の使用状態

の温度において、直流 500 ボルト絶縁抵抗測定器で測定した抵抗をいう。

(2) 連続定格 (2 点)

（答）管海官庁の指定する条件のもとに連続使用しても本編に規定する温度上昇限度その他の

制限を超過することのない電気機械及び電気器具の定格をいう。

(3) 内航ロールオン・ロールオフ旅客船（2 点）

（答）国際航海に従事しないロールオン・ロールオフ旅客船であって沿海区域又は平水区域を

航行区域とする総トン数 1,000 トン以上のものをいう。

問 2．船舶設備規程で当該船舶の安全性又は居住性に直接関係のある電気利用設備の大部分に配電す

る配電盤に変圧器を用いて給電する場合に、その給電回路に２以上の変圧器を備えなければなら

ない船舶をあげよ。（12 点）

（答）

① 外洋航行船

② 外洋航行船以外の旅客船（係留船を除く）

③ 係留船（管海官庁が当該係留船の係留の態様を考慮して必要と認めるものに限る）

④ 国際航海に従事する総トン数 500 トン以上の漁船

⑤ ①、② 及び④に掲げる船舶以外の機関区域無人化船

⑥ 限定近海貨物船にあっては機関区域無人化船のみ

問 3．船舶設備規程第 302 条の 10 に関連し「引火性液体を運送する船舶の電気的危険場所」の定義に

ついて簡単に説明せよ。

(1) ０種危険場所（2 点)

（答）通常の使用状態（荷役中及び停泊中を含む）において、運送する引火性液体又は引火性

液体から発生する引火性ガスが継続的に存在しているか又は長期間存在している場所を

いう。

(2) １種危険場所（2 点）

（答）通常の使用状態において、0 種危険場所にある引火性液体又は引火性ガスが漏洩、排出

されるなどによって爆発性雰囲気を形成するおそれのある場所をいう。

(3) 2 種危険場所（2 点）

（答）通常の使用状態では爆発性雰囲気を形成するおそれは無く、又は、発生する場合はごく

まれで、かつ、短時間だけ存在するおそれのある場所をいう。

問 4．下図の平衡星形結線及び平衡三角結線の負荷に線間電圧 440〔Ｖ〕の三相交流電圧を加えた時、

それぞれの線電流 〔Ａ〕Ｉ
を、計算式（公式）を示して計算せよ。

ただし、各相のインピーダンスＺはそれぞれ等しく、抵抗 Ｒ＝４〔Ω〕､リアクタンスＸＬ＝

３Ω〕とする。

(1) 平衡星形結線の場合（4 点）

（答）相電圧 〔Ｖ〕
３

＝ＶＰ
V

であるから

＝２５４．０〔Ｖ〕
３

４４０
＝ＶＰ

各相のインピ－ダンス Ｚ＝ 22
LＸＲ  ＝ 22 34  ＝5〔Ω〕

線電流 Ｉ ＝Ip＝
Ｚ

ＶＰ＝
5

254.0
＝50.8〔Ａ〕

Vℓ＝440〔V〕

Ｒ＝4〔Ω〕

ＸL＝3〔Ω〕

平衡星形結線

VP

Iℓ
IP
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(2) 平衡三角結線の場合（4 点）

（答）相電圧 ＶＰ＝Vℓ＝440〔Ｖ〕

各相のインピ－ダンス Ｚ＝ 22
LＸＲ 

＝ 22 34  ＝5〔Ω〕

相電流 ＩＰ＝
Ｚ

ＶＰ ＝
5

440
＝88 〔Ａ〕

線電流 Ｉ ＝ 3 ＩＰ＝ 3 ×88＝152.4〔Ａ〕

問 5．定格容量（皮相電力）Pa＝６００〔ｋＶＡ〕、定格電圧 Vｎ＝４５０〔Ｖ〕、周波数６０〔Ｈｚ〕

の三相交流発電機について下記の問に計算式（公式）を示して答えよ。

(1) 定格電流Ｉ〔Ａ〕を求めよ。（2 点）

（答）：三相交流発電機の定格容量 Ｐａ〔ｋＶＡ〕は

〔ｋＶＡ〕３Ｐａ＝ －３10IVn
であるから

定格電流 〔Ａ〕＝＝
Ｖ

Ｉ＝
３３

769.8
4503

10600

3

10Pa





n

(2)負荷力率 80〔％〕のときの出力Ｐ〔ｋＷ〕を求めよ。（2 点）

（答）：発電機の出力 Ｐ＝Pa cosθ＝600〔ｋVA〕×0.8＝480〔ｋＷ〕 又は

P＝ cos3 IVn ＝ 8.08.7694503  ＝480〔ｋW〕

(3) 定格出力で運転中の発電機を急に無負荷にしたとき電圧 V０が 465〔Ｖ〕となった。この時の電

圧変動率ε〔％〕を求めよ。（2 点）

（答）：電圧変動率 〔％〕＝
－

＝
Ｖ

－ＶＶ
＝

ｎ

ｎ０ 3.3100
450

450465
100 

Ｖ０：定格出力から無負荷になった時の電圧、

Ｖｎ：定格負荷時の電圧

(4) 負荷力率が 80〔％〕のときの原動機の出力ＰＥ〔ｋＷ〕を求めよ。ただし、発電機の効率ηは

92〔％〕とする。（2 点）

（答）：原動機の出力 〔ｋＷ〕＝＝
Ｐ

＝ＰＥ 7.521
92.0

480



問 6．極数４極（４P）の三相誘導電動機に端子電圧が 440〔Ｖ〕、周波数が 60〔Ｈｚ〕の電源を入れ

定格負荷をかけたとき、回転速度は 1,730〔min 1 〕、電流は 96〔Ａ〕、力率は 80〔％〕であった。

次の問に答えよ。

ただし、誘導電動機の効率を 95〔％〕とする。

(1) 電動機の入力ＰI〔ｋＷ〕を求めよ。（2 点）

（答）入力 〔ｋＷ〕〔ｋＷ〕＝＝ＶＩ＝Ｐ －３
Ｉ 58.5100.8964403cos3 

(2) 電動機の出力ＰＯ〔ｋＷ〕を求めよ。（2 点）

（答）電動機の効率をηとすれば

電動機出力 ＰＯ＝ 電動機入力Ｐ１×η

＝58.5×0.95＝55.6〔ｋＷ〕

(3) 電動機の同期回転速度Ｎｓ〔min 1 〕を求めよ。（2 点）

（答）Ｐを極数、ｆを周波数〔ＨＺ〕とすれば

VP

Ｒ＝８〔Ω〕

ＸL＝６〔Ω〕

Vℓ=440〔V〕

平衡三角結線Iℓ
IP
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同期回転速度 〕〔＝
４

＝
Ｐ

ｆ
＝Ｎ 1-min1,800

60120120 
s

(4) 電動機のすべり S〔％〕を求めよ。（2 点）

（答）同期回転速度をＮｓ〔min 1 〕、定格負荷時の回転速度をＮ〔min 1 〕とすると

すべり 〔％〕＝＝
Ｎ

－ＮＮ
＝ 9.3100

800,1

730,1800,1
100 




s

sS

問 7．電気設備の設計にあたり船舶における環境条件で考慮すべき事項のうち 4 項目あげよ。（4 点）

（答） 下記から４項目を選ぶ。

① 周囲温度 ⑧ 外部磁界の影響

② 湿度 ⑨ じんあい

③ 船体の動揺及び傾斜 ⑩ 電気機器の絶縁距離

④ 振動 ⑪ か び

⑤ 外被保護形式 ⑫ 海水ひまつ、酸霧、油霧など

⑥ 電源変動 ⑬ 危険場所

⑦ 無線通信及び通話の障害

問 8．次の事項を簡単に説明せよ。

(1) 選択遮断方式（2 点）

（答）回路に短絡を含む過電流が流れたとき、故障回路に直接関係のある保護装置だけが動作

し、健全な回路には給電が維持されるよう遮断動作をする保護方式をいう。

(2) 交互充電方式（2 点）

（答）２群の蓄電池のうちの１群を充電している間、他の１群で負荷に給電する方式で２群の

蓄電池は充電、放電の切替えが可能となっている。

問 9．次頁の主電路系統図について次の問に答えよ。

(1) 次の場合の短絡電流の概算値を簡易計算法により計算せよ。

（→印の方向に流れる電流を計算すること。）

（イ）Ⓐ点で短絡した場合、配線用遮断器ＭＣＣＢ１を流れる短絡電流〔Ａ〕（2 点）

（答）発電機から供給される短絡電流 ＩＧ ＝ 2×10×802＝16,040〔Ａ〕

ＭＣＣＢ２ 系統の電動機から供給される短絡電流 Ｉｍ２ ＝ 3×700＝2,100〔Ａ〕

故にＭＣＣＢ１ を流れる短絡電流 ＝ ＩＧ ＋ Ｉｍ２ ＝16,040＋2,100＝18,140〔Ａ〕

 （ロ）Ⓑ点で短絡した場合、配線用遮断器ＭＣＣＢ３を流れる短絡電流〔Ａ〕（2 点）

（答）発電機から供給される短絡電流 ＩＧ ＝ 2×10×802＝16,040〔Ａ〕

ＭＣＣＢ１ 系統の電動機から供給される短絡電流 Ｉｍ１ ＝ 3×123＝ 369〔Ａ〕

ＭＣＣＢ２ 系統の電動機から供給される短絡電流 Ｉｍ２ ＝ 3×700＝2,100〔Ａ〕

故にＭＣＣＢ３ を流れる短絡電流

＝ＩＧ＋Ｉｍ１＋Ｉｍ２ ＝16,040＋369＋2,100＝18,509〔Ａ〕

(2) 前記(1)の計算結果から図中のＭＣＣＢ１、ＭＣＣＢ３の各配線用遮断器の所要遮断容量〔ｋＡ〕

を表２より選んで記せ。

（イ）ＭＣＣＢ１の遮断容量（2 点）

（答） 20〔ｋＡ〕

MCCB１を流れる短絡電流は 17,140〔Ａ〕であるから、MCCB１の遮断容量はこの短絡電流値

を超える容量が必要である。故に 20〔ｋＡ〕を選定する。

（ロ）ＭＣＣＢ３の遮断容量（2 点）

（答）20〔ｋＡ〕

MCCB３を流れる短絡電流は 18,509〔Ａ〕であるから、MCCB３の遮断容量はこの短絡電流値

を超える容量が必要である。故に 20〔ｋＡ〕を選定する。
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(3) 図中の①の 内にＡＣＢ１の標準的引外し電流設定値（長限時）を記入せよ。（2 点）

（答）ＡＣＢ１の引外し電流設定値 ＝ 発電機の定格電流×1.15

＝802×1.15

＝922.3〔Ａ〕

(4) 図中の②、③、④、⑤の 内にケ－ブルの種類と大きさ〔㎜２〕を表１より選んで記入せ

よ。（8 点）

（答） 内に記入

主電路系統

表１ ケ－ブルの許容電流（周囲温度 45℃） （新ＪＩＳ電線）

種類、大きさ〔mm２〕 許容電流〔A〕 種類、大きさ〔mm２〕 許容電流〔A〕

ＴＰＹＣ－１．５

ＴＰＹＣ－２．５

ＴＰＹＣ－４

ＴＰＹＣ－６

ＴＰＹＣ－１０

ＴＰＹＣ－１６

ＴＰＹＣ－２５

１４

２０

２７

３４

４７

６３

８４

ＴＰＹＣ－３５

ＴＰＹＣ－５０

ＴＰＹＣ－７０

ＴＰＹＣ－９５

ＴＰＹＣ－１２０

ＴＰＹＣ－１５０

ＴＰＹＣ－１８５

１０２

１２６

１５８

１９３

２２４

２５６

２９１

表２ ＭＣＣＢの遮断容量〔ｋＡ〕

Ｇ１
～

ＡＣＢ１

922.3〔A〕

①
１号三相交流発電機

ＡＣ４５０Ｖ、６０Ｈｚ

定格電流 802Ａ

×

⑤

～
Ｍ１

TPYC-70

③

MCCB１

Ⓐ点

三相誘導電動機

ＡＣ４４０Ｖ、３φ、

７５ｋＷ

123Ａ

～
Ｍ２

～
Ｍ３

～
Ｍ４

電動機

定格電流

総和

７００Ａ

MCCB2

Ｇ２

②

２号三相交流発電機

同 上

ＡＣＢ２
TPYC-95 ×５又は

TPYC-150 ×４

～

5.0、 7.5、 10.0、 15.0、 20.0

④

×

Ⓑ点

変圧器

照明
MCCB３

１５ｋＶＡ×３

ＡＣ４５０／１０５Ｖ、３φ

（一次定格電流 ５７．８〔Ａ〕）

TPYC-16

ＡＣ４４０Ｖ、３φ ３００

ＳＣ

MCCB４
船外給電箱

TPYC-70×２
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問 10．船級協会（日本海事協会）の検査と管海官庁の検査との関係について簡単に述べよ。（2 点）

（答）日本海事協会の検査を受け、その船級を有している間は旅客船を除き管海官庁の検査を

受け、これに合格したものと見なされている。

問 11．船舶安全法における次の用語の定義について簡単に述べよ。

(1) 小型船舶（2 点）

（答） 総トン数２０トン未満の船舶をいう。

(2) 小型兼用船（2 点）

（答）漁船以外の小型船舶のうち漁ろうにも従事するものであって、漁ろうと漁ろう以外のこ

とを同時にしないものをいう。

(3) 旅客船（2 点）

（答）旅客定員が 12 人を超える船舶をいう。

問 12．船内において行う電気機器の試験・検査について次の問に答えよ。

(1) 船内試験に際して特に調査し、確認しておく事項を５項目あげよ。（5 点）

（答）下記から 5 項目選ぶ。

① 設置の適否 ⑧ 絶縁の良否

② 動作の良否 ⑨ 照明の適否

③ 操縦及び取扱いの難易 ⑩ 通信の程度

④ 振動、衝撃、騒音の程度 ⑪ 防水の良否

⑤ 温度上昇の程度と異常温度の有無 ⑫ 漏水の有無

⑥ 整流の良否 ⑬ 分解、点検、手入れ及び取換えの難易

⑦ 誤差の程度

(2) 交流発電機の並列運転試験について次の問に答えよ。

① 並列投入、負荷移行試験について簡単に述べよ。（2 点）

（答）１台の発電機を適宣の負荷において、定格電圧、定格周波数、定格力率（又は 100％力

率）で運転中、他の発電機をこれと並列に投入して負荷を移動し並列投入の難易及び任意

の負荷分担において異常のないことを確認する。

② 負荷漸変試験の試験方法及び試験結果の確認事項（船舶設備規程及びＮＫ規則の負荷分担の不

平衡値）について述べよ。

（ａ）試験方法（4 点）

（答）発電機２台を並列運転し、各発電機に定格負荷の 75％負荷をかけた状態で電圧、周波数

を定格値に、かつ、負荷率を定格出力比になるよう調整した後、総合負荷を 100％と 20％

の間で順次変化させ、各総合負荷における両機の負荷分担状態及び安定度を計測し、負荷

分担の不平衡値が規定値以内にあることを確認する。

計測は電圧、電流、出力、周波数（回転速度）を測定する。

（ｂ）試験結果の確認事項（負荷分担の不平衡値）

（イ）船舶設備規程（2 点）

（答）各発電機の比例分担すべき負荷の変動がその発電機の定格負荷〔ｋＷ〕の±15％未満

（ロ）ＮＫ規則（2 点）

（答）各機の定格出力による比例配分の負荷と各機の出力の差が最大機の定格出力〔ｋＷ〕の

15％以内又は各機の 25％を超えないこと。

(3) 航海灯の動作試験及び確認事項について述べよ。（3 点）

（答）船灯の点灯試験を行い、航海灯表示器の表示及びランプ断線の場合の警報が支障なく作

動することを確認する。

常用電源から非常用電源への給電電源の切替えが異常なく作動することを確認する。

また夜間において遮光の良否を確認する。


